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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セル選択ダイバーシチを実行するセルラ通信システムであって：
　複数のセルからのデータ送信用にセルを周期的に選択する手段と、該選択する手段によ
り選択した選択結果を前記複数のセルのそれぞれを担当する複数のアクティブな基地局へ
送信する手段とを有するユーザ装置；および
　前記複数のアクティブな基地局であって、その各々が、前記ユーザ装置から周期的に送
信される選択結果を、自局が前回の選択結果により選択されなくても受信する手段と、自
局が選択された基地局であるか否かを判定する手段と、自局が選択された基地局であると
判定されたか否かに依存して、前記ユーザ装置へのデータ送信を行うか行わないかの制御
をする手段とを有する複数の基地局；
　を備え、前記ユーザ装置における前記選択する手段が、前記複数のセルにおける混雑度
の測定値に基づいて、データ送信用のセルを選択するよう形成されることを特徴とするセ
ルラ通信システム。
【請求項２】
　請求項１記載のセルラ通信システムにおいて、前記選択する手段が、追加的に前記セル
における信号品質の測定値に基づいて、データ送信用のセルを選択するよう形成されるこ
とを特徴とするセルラ通信システム。
【請求項３】
　セルラ通信システムにおけるサイト選択ダイバーシチを実行する基地局であって：
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　自局の担当するセル内で混雑度を測定する手段；
　前記混雑度を測定する手段により測定した混雑度の測定値をユーザ装置に送信する手段
；
　前記ユーザ装置から複数のアクティブな基地局へ周期的に送信され、該複数のアクティ
ブな基地局のうちデータ送信に使用されるべき基地局を示す選択結果を、前回の選択結果
により選択されなくても受信する手段；
　自局が選択された基地局であるか否かを判定する手段；および
　自局が選択された基地局であることが判定されたか否かに基づいて、前記ユーザ装置に
対するデータ送信を行うか行わないかを制御する手段；
　を備えたことを特徴とする基地局。
【請求項４】
　セルラ通信システムにおけるサイト選択ダイバーシチを実行するユーザ装置であって：
　複数のアクティブな基地局がそれぞれ担当するセルにおける混雑度を測定する手段；
　前記混雑度の測定値に基づいて、特定の１つの基地局以外は、該ユーザ装置へのデータ
パケットの送信を行わないよう制御し、該特定の１つの基地局は、該ユーザ装置へのデー
タパケットの送信を行うよう制御する、データパケットの送信制御に用いられる、該特定
の１つの基地局を前記複数のアクティブな基地局から選択する手段；および
　前記選択する手段により選択した選択結果を、前回の選択結果により選択されたかどう
かに関わらず前記複数のアクティブな基地局に送信する手段；
　を備えたことを特徴とするユーザ装置。
【請求項５】
　セルラ通信システムにおけるサイト選択ダイバーシチを実行する基地局であって：
　自局により与えられるセルにおける混雑度の測定値を生成する手段；
　ユーザ装置から複数のアクティブな基地局へ周期的に送信され、該複数のアクティブな
基地局のうちデータ送信用に使用されるべき基地局を示す選択結果を、前回の選択結果に
より選択されなくても受信する手段；
　自局が選択された基地局であるか否かを判定する手段；および
　自局が選択された基地局であることが判定されたか否かに基づいて、および前記セル内
の混雑度の測定値に基づいて、前記ユーザ装置へのデータ送信を行うか行わないかを制御
する手段；
　を備えたことを特徴とする基地局。
【請求項６】
　請求項５記載の基地局において、混雑度の測定値が所定の閾値以上であるならば、前記
制御手段が、前記ユーザ装置へのデータ送信を抑制するよう形成されることを特徴とする
基地局。
【請求項７】
　セルラ通信ネットワークにおいて使用するためのサイト選択ダイバーシチ方法であって
：
　ユーザ装置において、複数のセルからデータ送信用のセルを周期的に選択し、該選択し
た選択結果を複数のアクティブな基地局へ周期的に送信するステップ；および
　該複数のアクティブな基地局の各々において、前回の選択結果により選択されなくても
、前記選択結果を受信し、自局が選択された基地局であるか否かを判定し、および自局が
選択された基地局であることが判定されたか否かに依存して、前記ユーザ装置へのデータ
の送信を行うか行わないかを制御するステップ；
　を含み、前記データ送信用のセルが、前記複数のセルの混雑度の測定値に基づいて選択
されることを特徴とするサイト選択ダイバーシチ方法。
【請求項８】
　セルラ通信ネットワークの基地局において使用するサイト選択ダイバーシチ方法であっ
て、当該方法は、前記基地局において：
　自局により提供されるセル内の混雑度の測定値を生成するステップ；
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　ユーザ装置から複数のアクティブな基地局へ周期的に送信され、該複数のアクティブな
基地局のうちデータ送信用に使用されるべき基地局を示す選択結果を、前回の選択結果に
より選択されなくても受信するステップ；
　自局が選択された基地局であるか否かを判定するステップ；および
　自局が選択された基地局であることが判定されたか否かに依存して、前記ユーザ装置へ
のデータ送信を行うか行わないかを制御するステップ；
　を含むことを特徴とするサイト選択ダイバーシチ方法。
【請求項９】
　セルラ通信ネットワークのユーザ装置において使用するためのサイト選択ダイバーシチ
方法であって、当該方法は、前記ユーザ装置において：
　複数のアクティブな基地局がそれぞれ担当するセルにおける混雑度を測定するステップ
；
　前記混雑度の測定値に基づいて、特定の１つの基地局以外は、該ユーザ装置へのデータ
パケットの送信を行わないよう制御し、該特定の１つの基地局は、該ユーザ装置に対する
データパケットの送信を行うよう制御する、データパケットの送信制御に用いられる、該
特定の１つの基地局を前記複数のアクティブな基地局から選択するステップ；および
　該選択した選択結果を、前回の選択結果により選択されたかどうかに関わらず前記複数
のアクティブな基地局に送信するステップ；
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　セルラ通信ネットワークの基地局において使用するサイト選択ダイバーシチ方法であっ
て、当該方法は、前記基地局において：
　自局により提供されるセル内での混雑度の測定値を生成するステップ；
　ユーザ装置から複数のアクティブな基地局へ周期的に送信され、データ送信に使用され
るべき基地局を示す選択結果を、前回の選択結果により選択されなくても、受信するステ
ップであって、前記選択結果は、データ送信に使用されるべき基地局を示すところのステ
ップ；
　自局が選択された基地局であるか否かを判定するステップ；および
　自局が選択された基地局であることが判定されたか否かに依存して、および前記混雑度
の測定値に依存して、前記ユーザ装置へのデータ送信を行うか行わないかを制御するステ
ップ；
　を含むことを特徴とするサイト選択ダイバーシチ方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、セルラ移動通信システムにおけるセル選択に関し、特に、ソフト・ハンドオー
バ中の高速セル・サイト選択に関するがこれに限定されない。
【０００２】
【従来の技術】
セルラ移動通信システムでは、各基地局は、所定の領域（フットプリント(footprint)）
をカバーするセルに関連付けられる。セルのカバレッジ領域内の移動装置は、そのセルに
関する基地局に対して、無線信号を送信することにより、およびそこから無線信号を受信
することにより、システムと通信を行う。異なるセルの形状およびサイズは相違し得るし
、時間と共に変化し得る。各々の隣接セルのカバレッジ領域は互いに重複するのが一般的
であり、任意の所与の時刻において、移動装置が１以上の基地局と通信し得るようにする
。
【０００３】
各セル内で、基地局は、マルチ・ユーザおよびマルチ・パス環境で各々の所望のユーザ（
すなわち、アクティブな移動装置）に送信する必要がある。低いビット・エラー・レート
で良好な信号検出を行うためには、しばしば多重アクセス干渉(MAI: multiple access in
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terference)とも呼ばれるマルチ・ユーザ干渉(MUI: multi-user interference)が、許容
レベルまで減少しなければならない。セル内で受ける干渉量は、そのセルにおける負荷に
依存し、それはユーザ数および各ユーザのデータ・レートに依存する。干渉量は一般に、
負荷が増加するにつれて非線形に増加する。一般に、セルにおける最大負荷を指定する閾
値が設定される。
【０００４】
たとえば、発呼設立、ネットワーク捕捉またはセル間のハンドオーバのような様々な時刻
において、移動装置は、セル選択動作を行う必要がある、すなわち通信を行う基地局を選
択する必要がある。基地のセル選択技術において、どのセルを使用するかについての決定
は、セル内の信号品質の測定に基づいている。たとえば、発呼の設定、ネットワークの捕
捉、又はハンドオーバ（ハード又はソフト・ハンドオーバ）を実行しようとする移動装置
は、様々な基地局から受信した信号品質を測定し、それらの測定値を利用して、通信を行
う基地局を選択する。
【０００５】
高速セル・サイト選択（ＦＣＳＳ：Ｆａｓｔ　Ｃｅｌｌ　Ｓｉｔｅ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ
）として知られる技術にあっては、ソフト・ハンドオーバ領域（すなわち、２つ又はそれ
以上の基地局と通信を行う領域）に位置する移動装置は、単独の基地局を選択し、データ
通信が全無線フレームで行われる。選択は、アクティブな基地局から受信した信号の品質
に基づくものである。移動装置は、選択した基地局の識別番号を、通信を行っている基地
局の総てに送信する。各基地局は、識別番号を受信し、それが選択された基地局であるか
否かを判定する。選択された基地局は、その後に、次の無線フレームで移動装置にデータ
を送信し、その無線フレームでは他の基地局は、その移動装置に対するデータ送信を抑制
する。
【０００６】
ＦＣＳＳは、送信されるチャネル数を削減することによって、および他のユーザとの干渉
を減少させることによって、セルラ通信システムの全体的な実効性を改善することが可能
である。また、その技術は、通信がフェージング・チャネルで行われることをも防止し得
る。（ネットワークではなく）基地局自身が、データを送信するか否かを判定するので、
セル選択が迅速に実行されることが可能であり、システムは環境状況の変化に迅速に応答
することが可能になる。
【０００７】
既存のセルラ通信システムにおける問題は、選択されたセルの負荷が重い場合に、移動装
置がそのセルと通信を開始すると、望まれない大きな干渉増加が生じ得ることである。こ
れは、干渉がセルの負荷に非線形に増加することに起因する。更に、すでに負荷が重いセ
ルに更に移動装置を追加することによって、セルがその負荷閾値(loading threshold)に
到達してしまう虞がある。これは例えば、接続が欠落し、セルからユーザが除外され、一
部のユーザのデータ・レートが減少し、またはパケット・バッファ処理に起因してシステ
ム遅延が増加する。上記の問題は、選択された基地局および移動装置間で高速データ通信
が行われる場合に、特に悪化する。
【０００８】
上述したセルラ通信システムにおける他の問題は、負荷閾値が、セルの最大容量よりいく
らか下のレベルに通常は設定されることである。このことは、ある程度の容量を予備する
こと可能にし、新たな移動装置がセルに参入する場合に、予備的容量を利用して（負荷閾
値を一時的に越えることによって）、その移動装置がセルから除外されないようにする。
しかしながら、負荷閾値を低いレベルに設定すると、高い閾値が設定された場合に比較し
て、セル容量の非効率的な利用となり得る。
【０００９】
特に高データ・レート・セルラ通信システムで生じる更なる問題は、負荷レベルが急激に
変化し、システムがその変化に速やかに応答することが困難になる虞があることである。
【００１０】
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したがって、上記問題の全部又は一部を克服するシステムを提供することが望まれる。
【００１１】
Fujitsu Limitedによる国際出願番号ＷＯ９９／５９３６６では、参考に供せられる内容
が開示され、移動装置が２つ又はそれ以上の基地局と送信することが可能である場合に、
どの基地局が最小の干渉を生じさせるかに基づいて、送信用の基地局が選択される。この
技術はシステムにおける干渉レベルを抑制するには効果的であるが、上述した負荷閾値に
関する問題を解決するものではない。
【００１２】
また、Fujitsu Limitedによる国際特許出願ＷＯ９９／５９３６７の文献もあり、参考に
供せられる内容は、本発明に関する背景的内容を包含する。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、上記問題の全部又は一部を克服するシステムを提供することが望まれる。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
本発明の第１形態によれば、セル選択ダイバーシチ方法を実行するセルラ通信システムで
あって：
複数のセルからのデータ送信用にセルを周期的に選択する手段と、基地局に対する選択結
果を送信する手段とを有するユーザ装置；および
複数の基地局であって、その各々が、選択結果を受信する手段と、前記基地局が選択され
た基地局であるか否かを判定する手段と、前記基地局が選択された基地局であると判定さ
れたか否かに依存して、移動装置へのデータ送信を制御する手段とを有するところの複数
の基地局；
より成り、ユーザ装置における前記選択する手段が、前記セルにおける混雑度の測定値に
基づいて、データ送信用のセルを選択するよう形成されることを特徴とするセルラ通信シ
ステムが提供される。
【００１５】
本発明が提供する利点は、移動装置が通信を行うことが可能な２つ又はそれ以上のセルが
存在する場合に、より軽い負荷がセルに課されることに少なくとも部分的に基づいて、セ
ルが選択され得る。より軽い負荷のセルを選択することによって、重い負荷のセルが選択
される場合に比較して干渉量が減少し、セルを過剰負荷にする危険性を抑制し得る。シス
テムがパケット切り替えシステムならば、送信前にパケットがバッファされるための時間
が減少し、システムの遅延を減少させる。更に、移動装置がセルを過剰負荷にする傾向が
ほとんどないので、本発明は、セルに関してより高い負荷閾値に設定可能にする。
【００１６】
また、本発明が提供する利点は、データ送信は（ネットワーク・レベルではなく）基地局
によって制御されるので、システムは混雑度の変化に迅速に応答することが可能である。
これに対して、データ送信が無線ネットワーク・コントローラにより制御されるならば、
セル選択システム・コントローラの遅延は非常に長くなり、システムは混雑度の変化にそ
れほど速やかに応答することができないであろう。
【００１７】
選択手段は、セルにおける信号品質の測定値に付加的に基づいて、データ送信用のセルを
選択するよう形成されることが好ましく、これは選択手順を改善し、システムが環境状態
の変化に速やかに応答することを可能にする。例えば、あるセルが、他のセルよりも顕著
に少ない混雑度(congestion)を有するが、わずかに悪い信号品質を有するならば、より低
い混雑度のセルを使用することが好ましい。しかしながら、低い混雑度を有するセルが、
顕著に悪い信号品質を有するならば、良好な信号品質を有するセルが好ましい。２セル間
の信号品質の測定値における差分が所定の閾値以下である場合に、選択手段が、最小の混
雑度を有するセルを選択するよう形成することが可能である。
【００１８】
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信号品質の測定値は、例えば、受信信号強度（ＲＳＳ）または電力の測定値、ビット・エ
ラー・レート（ＢＥＲ）またはフレーム・エラー・レート（ＦＥＲ）の測定値、信号対干
渉比（ＳＩＲ）または信号対干渉および雑音比（ＳＩＮＲ）の測定値であり得る。測定値
は、共通パイロット・チャネル（ＣＰＩＣＨ）信号又は他の適切な信号により同報送信さ
れたパイロット信号に基づく。信号品質の測定値および混雑度の測定値の一方又は両者に
、重み付けを行うことも可能である。
【００１９】
最良の信号品質を有しないが最低の混雑度を有するセルが選択される場合には、データ・
レートが減少し、例えば適応変調および符号化を利用することにより、データ送信を良好
に行うことを保証する。
【００２０】
一実施例にあっては、基地局は、混雑度を測定する手段と、混雑度の測定値をユーザ装置
に送信する手段とを有する。この実施例では、混雑度を測定する手段は、混雑度の測定値
を生成するために、所定の期間（好ましくは将来的な期間）にわたって、基地局により送
信されるデータ量を判定するよう形成され得る。例えば、混雑度は、送信されるデータを
包含するバッファの占有率に基づいて測定され得る。例えば、所定の期間は、１つ又はそ
れ以上の無線フレームとすることが可能であり、セル選択判定が行われる期間より少ない
、等しい、または大きいものとすることが可能である。混雑度を測定する手法が提供する
利点は、その測定が更に送信されるデータ量に基づいて行われ得るので、将来的な混雑度
が予測され得ることである。
【００２１】
バッファの占有率に代えて又は付加的に、１つ又はそれ以上の以下のパラメータを利用し
て、混雑度を測定することが可能である：パケットの破棄率；再送信されたパケットのパ
ーセンテージ；送信機の全出力電力；ダウンリンク・スループット；および／または他の
適切なパラメータ。適切な重み付けと共に、任意のパラメータの組合せが利用され得る。
【００２２】
上記実施例において、送信手段は、ブロードキャスト・チャネルにおいて混雑度の測定値
を送信するよう形成され得る。これは、ブロードキャスト・チャネルを受信することの可
能な任意のユーザ装置が、混雑度の測定値を取得し得るようにし、セル内の２つ又はそれ
以上のユーザ装置に対して、個別に測定値を送信する必要性を回避することを可能にする
。
【００２３】
他の実施例では、ユーザ装置自身が、混雑度を測定する装置より成る。この実施例におけ
る混雑度を測定する手段は、例えば、共通送信チャネルの利用度に基づいて、混雑度を測
定するよう形成される。この例では、ユーザ装置は、共通チャネル内でタイム・スロット
がフリー（ｆｒｅｅ）であるか否かを判定するために共用チャネルを監視することが可能
である。あるいは、ユーザ装置は、特定の基地局により送信された信号数を判定し、また
は混雑度を測定する他の手法を利用することも可能である。本実施例は、測定値を送信す
る必要がないという利点を提供し得る。しかしながら、場合によっては第１実施例が好ま
しいのは、基地局はユーザ装置より正確な混雑度測定値を生成し得るためである。
【００２４】
基地局における制御手段は、前記基地局により受信された前記ユーザ装置からの選択結果
を包含する信号の品質に付加的に依存して、前記ユーザ装置へのデータ送信を制御するよ
う形成され得る。例えば、選択結果を含む信号品質が貧弱であるならば、基地局はそのユ
ーザ装置にデータを送信しないよう決定し得る。この決定は、ユーザ装置との通信リンク
が充分に良好でないと判断されることに起因して、または基地局が選択結果を信頼性高く
検出することができず、したがって選択された基地局であるか否かを判定できないことに
起因して行われる。例えば、選択結果を包含する信号の品質が所定の閾値（固定値または
可変値であり得る）以下であるならば、制御手段はデータ送信を抑制するよう形成され得
る。信号品質は、例えば、信号中のエラー数により、又は信号雑音比によりその他の手段
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により判定され得る。
【００２５】
選択する手段は、前記基地局により送信されユーザ装置に対する命令に付加的に基づいて
基地局を選択するよう形成され、その命令は前記ユーザ装置がその基地局を選択しないよ
うに指示するものである。例えば、基地局およびその無線リンク・コントローラ間のリン
クが混雑していることに起因して、又は基地局が他の何らかの理由によりデータを送信で
きない又は送信しようとしないことに起因して、基地局は、１つ又はそれ以上のユーザ装
置に対してその基地局を選択しないように指示し得る。
【００２６】
選択する手段は、送信されるデータの優先度に付加的に依存して、基地局を選択するよう
形成され得る。例えば、データが高い優先度を有するならば、たとえそのセルが高い混雑
度を有していたとしても、セル内でそのデータを良好な信号品質で送信するよう決定し得
る。データが低い優先度を有するならば、最良の信号品質を有しないが低い混雑度を有す
るセル内でそのデータを送信するよう決定し得る。後者の場合に、例えば適応変調及び符
号化（ＡＭＣ）を利用して、良好なデータ送信を保証するためにデータ・レートは減少さ
せられる。データの優先度の指標は、任意の適切な手法で基地局からユーザ装置へ送信さ
れることが可能であり、またはデータの優先度は以前のデータの優先度から推定されるこ
とも可能である。
【００２７】
基地局における前記制御手段は、送信されるデータの優先度に付加的に依存して、例えば
セル選択判定を優先させることによって、前記ユーザ装置へのデータ送信を制御するよう
形成され得る。
【００２８】
選択結果は選択された基地局の識別番号より成り、判定手段は受信した識別番号を基地局
の識別番号と比較するよう形成され得る。識別番号は、ソフト・ハンドオーバおよび／ま
たはセル選択の目的で基地局に付与された暫定的な識別番号であり得る。
【００２９】
ユーザ装置は、データ送信用のセルを選択するよう形成され、（３Ｇ仕様では２６フレー
ムである）スーパー・フレーム当たり１回以上の割合で選択結果を送信するよう形成され
る。例えば、選択は、例えば１３，１０，５，３，２または１無線フレーム毎のようない
くつかの無線フレーム毎若しくはいくつかの時間スロット毎に少なくとも一度又は毎時間
スロット毎に実行される。選択は、例えば２４０，１２０，６０，３０，２０または１０
ミリ秒につき少なくとも一度実行され得るが、これらの値より大きな間隔で行うことも可
能である。同様に、基地局における判定する手段が、前記基地局が選択された基地局であ
るか否かをスーパー・フレーム当たり１回以上の割合で、又は上述した任意のレートで、
判定するよう形成されることを特徴とするセルラ通信システム。
【００３０】
本発明は、高速セル・サイト選択（ＦＣＳＳ）に関連して、又はサイト選択ダイバーシチ
送信（ＳＳＤＴ）に関連して使用されることが可能であり、これは例えば、第３世代パー
トナーシップ・プロジェクト（３ＧＰＰ）技術仕様書３Ｇ ＴＳ　２５．２１４　Ｖ３．
３，　５．２．１．４の“サイト選択ダイバーシチ送信電力制御”に述べられており、こ
れらの内容は本願の参考に供せられる。このような技術では、移動装置が、重複する隣接
セル領域（ソフト・ハンドオーバ領域とも呼ばれる）にある場合に、次のわずかなタイム
・スロットまたは無線フレームの間にどの基地局をデータ通信に使用するかについての判
定がなされる。この判定は、移動装置の受信する無線信号品質に基づいて、移動装置によ
りなされ、移動装置から様々な基地局に伝送される。信号品質の新たな値に基づいて他の
判定が行われた後に、その後のデータ通信は、次のわずかなタイム・スロットまたは無線
フレームの間に選択された基地局と共に行われる。
【００３１】
本発明の第２形態によれば、セルラ通信システムにおけるサイト選択ダイバーシチ方法を
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実行する基地局であって：
前記基地局の担当するセル内で混雑度を測定する手段；
混雑度の測定値をユーザ装置に送信する手段；
前記ユーザ装置からの選択結果を受信する手段であって、前記選択結果は、データ送信に
使用されるべき基地局を示すところの手段；
前記基地局が選択された基地局であるか否かを判定する手段；および
前記基地局が選択された基地局であることが判定されたか否かに基づいて、前記移動装置
に対するデータ送信を制御する手段；
より成ることを特徴とする基地局が提供される。
【００３２】
本発明の第１形態の特徴を第２形態に応用することも可能である。
【００３３】
本発明の第３形態によれば、セルラ通信システムにおけるサイト選択ダイバーシチ方法を
実行するユーザ装置であって：
複数のセルにおける混雑度を測定する手段；
前記セル内の混雑度の測定値に基づいて、複数のセルから１つのセルを選択する手段；お
よび
選択結果を基地局に送信する手段；
より成ることを特徴とするユーザ装置が提供される。
【００３４】
本発明の第４形態によれば、セルラ通信システムにおけるサイト選択ダイバーシチ方法を
実行する基地局であって：
前記基地局により与えられるセルにおける混雑度の測定値を生成する手段；
ユーザ装置からの選択結果を受信する手段であって、前記選択結果は、データ送信用に使
用されるべき基地局を示すところの手段；
前記基地局が選択された基地局であるか否かを判定する手段；および
前記基地局が選択された基地局であることが判定されたか否かに基づいて、および前記セ
ル内の混雑度の測定値に基づいて、ユーザ装置へのデータ送信を制御する手段；
より成ることを特徴とする基地局が提供される。
【００３５】
本発明の第４形態が提供する利点は、セル選択判定をなす際に利用可能な混雑度の測定値
を、ユーザ装置が有しない場合でさえも、ユーザ装置へデータを送信するか否かについて
の判定が、混雑度に少なくとも部分的に依存して行われ得ることである。例えば、ユーザ
装置は信号品質の測定値に基づいてセルを選択し得る。混雑度の測定値が所定の閾値以上
であるならば（たとえそれが選択された基地局であっても）、前記制御手段が、前記ユー
ザ装置へのデータ送信を抑制するよう形成される。
【００３６】
更に、基地局は選択結果のマージン度の指標を受信する手段より成り、前記制御手段が、
前記マージン度の指標に付加的に依存して、ユーザ装置へのデータ送信を制御するよう形
成され得る。マージン度(marginality)の指標（すなわち、その判定がどの程度近かった
かの指標）を受信することによって、基地局は、データ伝送がユーザ装置と共に行われる
べきか否かを判定する際に、そのセルの相対的なメリットを考慮することが可能である。
例えば、マージン度が高いと、例えば選択されたセルと次善のセルとの間において信号品
質に大きな差が示され、混雑度によらず、選択された基地局とユーザ装置との間でデータ
伝送が行われる。マージン度の指標は、その判定が近かったか又は近くなかったかを示す
複数のビットまたは単独のビットより成る。単独ビットの場合は、このビットは、ユーザ
装置によりなされた選択判定に優先させる許可を、基地局に与えるフラグとして考察する
ことが可能である。
【００３７】
制御手段は、基地局により受信された前記ユーザ装置からの選択結果を包含する信号品質
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に付加的に依存して、ユーザ装置へのデータ送信を制御するよう形成される。制御手段は
、送信されるデータの優先度に付加的に依存して、前記ユーザ装置へのデータ送信を制御
するよう形成される。基地局は、更に、あるユーザ装置（または複数のユーザ装置）が前
記基地局を選択しないよう指示する命令を送信する手段より成る。判定手段は、スーパー
フレーム当たり１回以上の割合で、基地局が選択された基地局であるか否かを判定するよ
う形成され得る。基地局は、高速セル・サイト選択を実行するよう形成され得る。
【００３８】
本発明の第５形態によれば、上記第４形態による基地局およびユーザ装置より成るセルラ
通信システムであって、前記ユーザ装置が：
複数の基地局から送信信号を受信する手段；
前記基地局から受信した信号品質の測定値を生成する手段；
信号品質の測定値に基づいてセルを選択する手段；および
基地局のセル選択判定の結果を送信する手段；
より成ることを特徴とするセルラ通信システムが提供される。
【００３９】
ユーザ装置における選択手段は、選択結果の送信により、所定の期間内に前記選択された
基地局から信号がユーザ装置によって受信されたか否かに付加的に基づいて、基地局を選
択するよう形成される。そのような信号は、それが選択された基地局であることを認証す
る基地局からの認証信号とすることが可能であり、または単に送信されるデータとするこ
とが可能である。そして、選択された基地局が時間期間内に応答しないならば、ユーザ装
置は他の基地局を選択し得る。このように、セル選択判定が基地局によって優先されるな
らば、ユーザ装置は所定の期間経過後に他のセルを選択することが可能である。その時間
間隔は、例えば信号品質における測定差に基づいて、または基地局とユーザ装置との間の
距離に基づいて、予め定めることも可能であり、又は変化させることも可能である。
【００４０】
ユーザ装置は、更に、セル選択判定のマージン度を判定する手段と、前記マージン度の指
標を前記基地局に送信する手段とを有し得る。
【００４１】
第１ないし第３形態の特徴は、第４および第５形態に応用することも可能である。
【００４２】
本発明の第６形態によれば、セルラ通信ネットワークにおいて使用するためのサイト選択
ダイバーシチ方法であって：
ユーザ装置において、複数のセルからデータ送信用のセルを周期的に選択し、選択結果を
基地局に送信するステップ；および
基地局において、選択結果を受信し、前記基地局が選択された基地局であるか否かを判定
し、および前記基地局が選択された基地局であることが判定されたか否かに依存して、移
動装置へのデータの送信を制御するところのステップ；
より成り、データ送信用のセルが、前記セルの混雑度の測定値に基づいて選択されること
を特徴とするサイト選択ダイバーシチ方法が提供される。
【００４３】
本発明の第７形態によれば、セルラ通信ネットワークの基地局において使用するサイト選
択ダイバーシチ方法であって、当該方法は、前記基地局において：
前記基地局により提供されるセル内の混雑度の測定値を生成するステップ；
ユーザ装置から選択結果を受信するステップであって、前記選択結果は、データ送信用に
使用されるべき基地局を示すところのステップ；
前記基地局が選択された基地局であるか否かを判定するステップ；および
前記基地局が選択された基地局であることが判定されたか否かに依存して、移動装置への
データ送信を制御するステップ；
より成ることを特徴とするサイト選択ダイバーシチ方法が提供される。
【００４４】
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本発明の第８形態によれば、セルラ通信ネットワークのユーザ装置において使用するため
のサイト選択ダイバーシチ方法であって、当該方法は、前記ユーザ装置において：
複数のセルにおける混雑度を測定するステップ；
前記セルにおける混雑度の測定値に基づいて、複数のセルからセルを選択するステップ；
および
選択結果を基地局に送信するステップ；
より成ることを特徴とする方法が提供される。
【００４５】
本発明による第９形態によれば、セルラ通信ネットワークにおいて使用されるサイト選択
ダイバーシチ方法であって：
基地局により提供されるセル内で混雑度の測定値を生成するステップ；
ユーザ装置から選択結果を受信するステップであって、前記選択結果は、データ送信に使
用されるべき基地局を示すところのステップ；
前記基地局が選択された基地局であるか否かを判定するステップ；および
前記基地局が選択された基地局であることが判定されたか否かに依存して、およびセル内
の混雑度の測定値に依存して、ユーザ装置へのデータ送信を制御するステップ；
より成ることを特徴とするサイト選択ダイバーシチ方法が提供される。
【００４６】
上記任意の形態において、送信されるデータは、任意のデータとすることが可能であり、
音声若しくは映像の電話通信データ又はインターネットからダウンロードされたウェブ・
ページのようなマルチメディア・データのような、基地局およびユーザ装置間で送信され
るものである。データは、パケット形式その他の形式におけるものとすることが可能であ
り、パケット・チャネル、交換チャネルその他の任意のチャネルで伝送され得るものであ
る。データ伝送は一方又は双方向で行われ得る。
【００４７】
上記の任意の形態において、「混雑度(congestion levels)」なる用語は、電波(airwave)
混雑度、装置混雑度、回線混雑度またはこれらの組合せにも言及し得るものとする。
【００４８】
上記の任意の形態において、ユーザ装置は、データ送信用に１つの基地局又は１以上の基
地局を選択し得る。
【００４９】
本発明の一形態による特徴は、他の形態のものにも適用可能である。方法の特徴は任意の
装置形態に利用可能であり、その逆も可能である。
【００５０】
上記形態において、様々な特徴がハードウエアにより、または１つ又はそれ以上のプロセ
ッサを走らせるソフトウエア・モジュールとして実現可能である。
【００５１】
また、本発明は、ここに説明される方法を実行させるコンピュータ・プログラムおよびコ
ンピュータ・プログラム・プロダクト、およびここに説明される方法を実行させるプログ
ラムを格納したコンピュータ読み取り可能な媒体をも提供する。本発明を利用するコンピ
ュータ・プログラムは、コンピュータ読み取り可能な媒体に格納され、または、例えば、
インターネット・ウェブ・サイトから提供されるダウンロード可能なデータ信号のような
信号の形式で、または他の形式であり得る。
【００５２】
以下、本発明の好ましい特徴が添付図面を参照しながら例として説明される。
【００５３】
【発明の実施の形態】
［移動通信システムの概要］
図１は、セルラ通信システムの概要を示す。システムは、特に、ユニバーサル移動テレコ
ミュニケーション・システム(UTMS: Universal Mobile Telecommunication System)地上
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アクセス・ネットワーク(UTRA)規格を利用して、使用するよう設計される。ＵＴＲＡ規格
の更なる詳細は、"WCDMA for UMTS Radio Access for Third Generation Mobile Communi
cations"edited by Harri Holma and Antti Toskala, ISBN 0 471 48687 6、および第３
世代パートナーシップ・プロジェクト（３ＧＰＰ）技術仕様書に見出され、これは３ＧＰ
Ｐ組合パートナーの広報オフィスより入手可能であり、その内容全体は参考に供せられる
。
【００５４】
図１を参照するに、システムは、コア・ネットワークに結合された複数の無線ネットワー
ク・サブシステム(RNS: radio network subsystem)より成る。無線ネットワーク・サブシ
ステムは、無線関連機能のすべてを取り扱い、コア・ネットワークは、外部ネットワーク
への呼およびデータ接続の切り替えおよび配信を管理する。各無線ネットワーク・サブシ
ステムは、複数の基地局(BS: base station)に結合された無線ネットワーク・コントロー
ラ(RNC: radio network controller)より成る。基地局は、それらのカバレッジの領域（
セル）内で移動装置との無線リンクを管理する。無線ネットワーク・コントローラは、そ
のセルの無線資源の利用を管理し；例えば、ハンドオーバ判定および負荷制御に関する責
任を有する。
【００５５】
データは、符号分割多重アクセス(CDMA: code division multiple access)を利用して、
空中を通じて基地局および移動装置間で伝送される。ＣＤＭＡでは、送信される各チャネ
ルは、固有の拡散コードを利用して広範なスペクトルにわたって家訓算される。受信機に
おいて、受信信号は、拡散コードの複製を利用して、当初の信号に逆拡散されて戻される
。異なるチャネルに対して異なる拡散コードを利用することにより、同一の周波数帯で同
時に様々なチャネルが伝送され得る。一般に、拡散符号は直交するよう選択され、チャネ
ル間の干渉を最小にする。ＣＤＭＡは、周波数分割多重化および時分割多重化のような他
の多重化技術と組み合わせて使用され得る。各送信チャネルは、（単独のユーザ用に予約
された）専用チャネル、（セル内の全てのユーザに使用される）共通チャネル、または（
時分割多重化形式で複数のユーザ間で共有される）共用チャネル(shared channel)の１つ
であり得る。
【００５６】
図２は、無線ネットワーク・サブシステムのより詳細な部分を示す。図２を参照するに、
無線ネットワーク・コントローラ２４は、各自が対応するセル１８，２０，２２を提供す
る基地局１２，１４，１６に接続される。各基地局１２，１４，１６は、そのセル１８，
２０，２２内に位置する移動装置へ信号を送信し、および移動装置から信号を受信する。
基地局から移動装置への送信は、ダウンリンク送信と呼ばれ、移動装置から基地局への送
信は、アップリンク送信と呼ばれる。本願説明では、「移動装置(mobile unit)」なる用
語は、ユーザ装置を記述するために使用され、ユーザ装置は移動可能である必要はないが
、ただしセルラ通信システムで無線通信を行うことが可能なものである。
【００５７】
無線ネットワーク・コントローラ２４では、パケット・スケジューラ３０が設けられ、チ
ャネル資源（すなわち、トラフィック・チャネル、またはトラフィック・チャネルの一部
）を様々なユーザに割り当てる。チャネル資源は、セル内の干渉レベル、セル負荷、デー
タ量およびデータの性質（例えば、時間が重要であるか否か）のような様々な要因に依存
して割り当てられる。各自のユーザのデータが伝送されるレートは調整され、システムの
実効性に関する様々な要請に適合するようにする。パケット・スケジューラ３０は、祖信
用パケットを１つ又はそれ以上の基地局１２，１４，１６に送信し、それらは移動装置へ
の送信用の適切なチャネルに挿入される。
【００５８】
移動装置が２つ又はそれ以上のセルの重複する領域に位置するならば、それらのセル内で
ソフト・ハンドオーバが行われる。ソフト・ハンドオーバ中に、移動装置は、２つ又はそ
れ以上の基地局と同時に通信を行う。例えば、図２において、移動装置２６は、基地局１
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２，１４により提供される領域に位置し、これら基地局の両方と通信することが可能であ
り、移動局２８は３つの基地局１２，１４，１６総てにより提供される領域に位置し、こ
れら３つ総ての基地局と通信することが可能である。ソフト・ハンドオーバを利用して、
移動装置があるセルから他へ移動する場合に制御されたハンドオーバを行い得るようにし
、信号品質を増加させるように重複するセル・カバレッジを考慮し得るようにする。移動
装置がソフト・ハンドオーバ領域に残るならば、基地局ダイバーシチをいつまでも利用し
続けることが可能である。
【００５９】
ソフト・ハンドオーバ中に、移動装置はアクティブな基地局のリストを保持し、これはソ
フト・ハンドオーバ動作に包含されるものである。このアクティブ・リストは、ある基地
局からの信号が弱まり、他の基地局からのものが強まると更新される。１つの可能なアル
ゴリズムでは、その信号が所定の閾値を越えるところの総ての基地局が、アクティブ集合
に加えられる。他のアルゴリズムでは、様々な信号の相対強度が考慮され、移動装置が総
ての基地局から弱い信号のみを受信することを補償する。
【００６０】
高速セル・サイト選択（ＦＣＳＳ）として知られる技術では、移動装置がソフト・ハンド
ーバ領域に位置する場合に、移動装置は、データ通信が行われる単独の基地局を周期的に
選択する。基地局は選択されると、次の無線フレームでその基地局とデータ通信が行われ
、その後に他の選択判定がなされる。この選択は、アクティブな基地局から受信した信号
の品質に基づく。この技術は、送信されるチャネル数を減少させ、他のユーザに対する干
渉を減少させることによって、システム全体の実効性を改善する。また、この技術は、フ
ェージングを有するチャネルで通信を行うことを防ぐ。
【００６１】
ＦＣＳＳでは、各々のアクティブ基地局に、一時的な識別番号(ID: identification numb
er)が割り当てられる。移動装置は、各々のアクティブ基地局からダウンリンク無線チャ
ネル品質を測定し、最良の無線チャネル品質を有する基地局を選択する。移動装置は、そ
の後に、選択した基地局の識別番号を総てのアクティブ基地局に送信する。これに応答し
て、選択された基地局は、移動装置に対して選択メッセージの認証(acknowledgement)を
送信する。選択された基地局は、その後に、次の無線フレームで移動装置に対してパケッ
トを送信し、（選択されなかった）他の基地局はその移動装置へのパケットの送信を中止
する。しかしながら、制御チャネルは送信し続け、移動装置が基地局から信号品質を監視
し、その変化に応じ得るようにする。
【００６２】
移動装置は一般に無線フレーム毎に選択された基地局のＩＤを送信する。選択結果は、無
線ネットワーク・コントローラに伝送するのではなく、基地局自身により作用が及ぶので
、セル選択判定は、例えば無線フレーム毎に一度のように、速やかに作用させることが可
能である。このことは、システムを、環境状態の変化に迅速に応答可能にする。これに対
して、仮にそれが基地局に送信の命令を行う無線ネットワーク・コントローラであったな
らば、ユーザ装置、無線ネットワーク・コントローラおよび基地局の間における通信に含
まれる余分な時間に起因して、システムの遅延は極めて長くなってしまうであろう。
【００６３】
［第１実施例］
本発明の第１実施では、上述したＦＣＳＳ手法が修正され、データ転送用のセルの選択が
、アクティブなセルの混雑度の量に少なくとも部分的に依存するようにする。本実施例で
は、各基地局は、規則的な間隔で（例えば、無線フレーム毎）、次の１つ又はそれ以上の
無線フレームの間にその混雑度(congestion level)を同報通信(broadcast)する。移動装
置は、これらのブロードキャスト・メッセージを受信し、２つのセルの間で信号品質の相
違が所定の閾値以下であるときはいつでも、移動装置は最低の混雑度を有するセルを選択
する。
【００６４】
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本実施例が由来する認識は、あるアクティブ・セルが他のアクティブ・セルより軽い負荷
が課せられているならば、所定の状況において、そのセルにおける信号品質が他のセルと
同程度に良好でないとしても、より負荷の軽いセルを利用することが好ましい、というこ
とである。
【００６５】
移動装置に信号を送信する第１実施例における基地局の部分は、図３に示される。基地局
５０は、データ・バッファ５２，５２’，５２”、混雑度測定装置(CLMU: congestion le
vel measurement unit)５４、マルチプレクサ６４、送信機６６、デュプレクサ６８、ア
ンテナ７０、受信機７２、逆拡散器７４、デマルチプレクサ７６およびコントローラ７８
を有する。
【００６６】
動作時にあっては、移動装置への送信用のデータ・パケットは、無線ネットワーク・コン
トローラ（図３では図示せず）から受信され、バッファ５２にバッファされる。他のバッ
ファ５２’、５２”は、他の移動装置への送信用のデータをバッファする。バッファ５２
，５２’，５２”の各々は、バッファに現在格納されるパケット数を示す信号を、混雑度
測定装置５４に出力する。混雑度測定装置５４は、格納されたパケット数を示す信号を利
用して、基地局により供給されるセル内の混雑度を推定する。例えば、バッファに到着す
るパケットと送信されるものの間に１つ又はそれ以上の無線フレームの遅延が存在するよ
うな、多くのパケットがバッファされるならば、そのセルは負荷が重く課せられていると
仮定される。比較的少ないパケットがバッファされるならば、そのセルの負荷は軽いと仮
定される。混雑度測定装置５４は、次のわずかな無線フレームにわたって、予測した混雑
度を考慮して、フィードバック遅延を許容するようにする。次の僅かな無線フレームにわ
たる混雑度は、バッファに格納されたデータの量に依存するであろうから、この手法にお
ける混雑度の測定は、次の１つ又はそれ以上の無線フレームにわたる混雑度を予測可能に
する。
【００６７】
セル内の混雑度の測定値を求めるために、バッファされた複数のパケットに加えて又はそ
の代わりに、他のパラメータが、混雑度測定装置５４により使用されることが可能である
。例えば、以下のパラメータの１つ又はそれ以上が使用され得る：
・　　送信機の全出力電力。
・　　ダウンリンク・スループット。これは、各々のダウンリンク・チャネルの割り当て
られたビット・レートを加算することによって計算され得る。
・　　パケットの破棄率(discard rate)。例えば、パケットが存続期間(TTL: time to li
ve)インジケータを有し、これが満了すると、パケットが破棄される。このようにして、
パケットが破棄されるレートは、混雑度の測定値として使用され得る。
・　　エラーに関する受信パケットの再送信レート（すなわち、再送信されたパケットの
パーセンテージ）。
【００６８】
上記および他のパラメータの組み合わせを利用して、セル内の混雑度の測定値を求めるこ
とができる。１つ又はそれ以上のパラメータに適切な重み付けを与えることが可能である
。
【００６９】
混雑度測定装置５４は、セル内の混雑度を示す信号を出力する。可能な混雑度数は１つ又
はそれ以上である。簡潔な場合では、セル内の混雑度が所定の閾値以上であるときはいつ
でも混雑度フラグが設定され、あるいは、混雑度が閾値以下であるときはいつでも「混雑
していない(not-congested)」フラグが設定される。閾値は事前に設定され、又は無線ネ
ットワーク・コントローラの無線資源管理アルゴリズムにより動的に制御され得る。より
複雑な場合では、出力は、多数の異なるレベルを取り得るディジタル値より成る。
【００７０】
混雑度測定装置５４の出力はマルチプレクサ５８に供給され、ブロードキャスト・チャネ
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ル(BCH: broadcast channel)として知られるチャネルに付加される。ブロードキャスト・
チャネルは共通の転送チャネルであり、セル内の総ての基地局に情報を送信するために使
用される。例えば、ブロードキャスト・チャネルを利用して、どの拡散コードおよびタイ
ム・スロットがそのセルで利用可能であるかのような、および基地局の識別番号のような
情報を同報通信し得る。この実施例では、ブロードキャスト・チャネルを利用して、その
セルに対する測定された混雑度もブロードキャストする。ブロードキャスト・チャネルは
その後に拡散器６０に供給され、そのチャネルで使用される拡散コードを利用してブロー
ドキャスト・チャネルを拡散する。
【００７１】
コントローラ７８からの信号に依存して、データ・パケットがバッファ５２から供給され
る。出力データ・パケットはマルチプレクサ５８に供給され、そのデータ・パケットを制
御情報とマルチプレクスし、移動装置への送信用のチャネルを作成する。時間マルチプレ
クスまたは符号マルチプレクスのような任意の形式のマルチプレクスを利用することが可
能である。後者の場合は、マルチプレクサ５８は省略され、制御チャネル用の別個の拡散
器を設けることも可能である。移動装置への送信用に共用チャネルが使用されるならば、
マルチプレクサ５８からの出力は、更なるマルチプレクサ（図示せず）において他の移動
装置に関する制御およびデータ信号とマルチプレクスされ、送信チャネルを形成する。送
信チャネルは拡散器６２に供給され、そのチャネルに使用される拡散コードに従って、チ
ャネルを拡散する。
【００７２】
拡散器６０，６２の出力は、セル内で送信される他の拡散信号と共に、結合期６４で結合
され、送信機６６およびデュプレクサ６８を通じて、移動装置へ送信するためにアンテナ
７０に供給される。ビーム整形器（図示せず）を利用して、信号を送信するための指向性
送信ビームを作成する。
【００７３】
移動装置からの信号は受信機７２により受信され、逆拡散器７４に供給される。逆拡散器
７４の出力はデマルチプレクサ７６に供給され、移動装置から送信されたフィードバック
信号を抽出する。後述するように、フィードバック信号は、データ通信用に移動装置によ
り選択されたその基地局又は各基地局の識別番号を包含する。フィードバック信号はコン
トローラ７８に供給され、これはスケジュール化アルゴリズムおよび手段を含み、これは
データ・バッファ５２，５２’，５２”からデータを供給するために使用される。スケジ
ュール化アルゴリズムの例は、上記に引用したHolma et al.の "WCDMA for UTMS"の１０
．４章に与えられている。コントローラ７８は、フィードバック信号に依存して、バッフ
ァ５２を制御する。
【００７４】
フィードバック信号が基地局５０の識別番号を包含するならば、データ・パケットはバッ
ファ５２から供給され、マルチプレクサ５８により制御チャネルとマルチプレクスされ、
制御およびデータ・チャネルの両者が移動装置に送信されるようにする。また、基地局は
移動装置にフィードバック信号の認証を送信する。フィードバック信号が他の基地局の識
別番号（および基地局５０のものでない）を包含するならば、データ・パケットはバッフ
ァ５２から供給されず、制御チャネルのみが移動装置に送信される。このように、基地局
５０が、データ送信用に移動装置により選択された基地局であるならば、データ・パケッ
トは移動装置に送信されるのみである。
【００７５】
アップリンク品質が良好でないならば、基地局は信頼性高くフィードバック信号を検出す
ることができない。本実施例では、移動装置から受信した信号の品質が所定の閾値以下で
あるならば、基地局は、選択された基地局ではないと仮定し、データ・パケットを送信し
ない。ダウンリンク信号品質はアップリンク信号品質に関連しているので、この仮定は適
切な傾向にあり得る。しかしながら、この仮定が適切でないならば、移動装置は基地局か
らフィードバック信号の認証を受信せず、この場合は移動装置は他の基地局を選択する。
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【００７６】
本実施例では、データ・パケットが基地局により送信される場合でさえ、制御チャネルが
移動装置に送信される。このように、信号品質を監視するために、移動装置により制御チ
ャネルが利用され得る。そのような制御チャネルは、例えば高速電力制御のような場合に
必要とされる。他の実施例では、共通パイロット・チャネルのような共用チャネルが、信
号品質を監視するために移動装置により使用され、この場合に制御チャネルは、選択され
ていない基地局に送信される必要はない。
【００７７】
第１実施例による移動装置の部分は、図４に示される。移動装置５０は、アンテナ８２，
デュプレクサ８４，受信機８６，逆拡散器８８，９０，９２，９４，セレクタ／結合器９
６，認証検出器９７，混雑度インジケータ９８，１００，ビーム品質インジケータ１０２
，１０４，セル選択器１０６，フィードバック信号生成器１０８，マルチプレクサ１１０
，拡散器１１２および送信機１１４より成る。
【００７８】
動作時にあっては、アンテナ８２は様々な基地局から無線周波数信号を受信し、それらの
信号を、受信および送信信号を隔てるデュプレクサ８４に伝送する。受信機８６はダウン
コンバートを行い、受信信号をディジタル化する。受信信号は、逆拡散器８８，９０，９
２，９４を利用して逆拡散される。
【００７９】
逆拡散器８８，９０は、アクティブな基地局のブロードキャスト・チャネルに割り当てら
れ、逆拡散器９２，９４の各々は、アクティブな基地局からの専用の（または共用される
）送信チャネルに割り当てられる。各逆拡散器８８，９０，９２，９４は、割り当てられ
たチャネルにより使用されていた拡散コードの複製を利用して、受信信号を逆拡散する。
そして、逆拡散器８８，９０は、各自の基地局からブロードキャスト・チャネルを出力し
、逆拡散器９２，９４は、各自の基地局から専用の（または共用される）送信チャネルを
出力する。付加的な逆拡散器は、もし提供されるならば、他のアクティブな基地局のブロ
ードキャスト・チャネルおよび専用の（または共用される）送信チャネルに割り当てられ
る。
【００８０】
逆拡散器９２，９４の出力は、セレクタ／結合器９６に供給され、信号を選択又は結合し
て更なる処理用の出力信号を生成する。逆拡散器９２，９４の出力は、ビーム品質インジ
ケータ１０２，１０４にも供給される。ビーム品質インジケータ１０２，１０４は、様々
な基地局から受信した信号品質の測定値を作成する。適切な品質の測定値が作成されるこ
とが可能であり；例えば、受信信号強度（ＲＳＳ）または電力の測定値、ビット・エラー
・レート（ＢＥＲ）またはフレーム・エラー・レート（ＦＥＲ）の測定値、または信号対
干渉比（ＳＩＲ）または信号対干渉・雑音比（ＳＩＮＲ）の測定値が生成可能である。測
定値は、基地局によりブロードキャストされるパイロット信号に基づくことが可能である
。例えば、パイロット信号の強度は、信号品質の測定値として取得されることが可能であ
り、基地局はパイロット・チャネルに対するデータ・チャネルの送信電力比をブロードキ
ャストすることが可能であり、この比率をパイロット信号強度と共に使用して信号品質の
測定値を得ることが可能である。また、測定値は、ダウンリンク電力制御用に移動装置で
生成された（電力上昇／電力下降の命令のような）送信電力制御(TCP: transmission pow
er)情報から導出されることが可能である。送信経路の２つ又はそれ以上が近似的に同一
の瞬時品質を有する場合に、任意の測定値は、生じうる不安定性を回避するために、いく
つかの測定期間（例えば、タイム・スロット）にわたって取得された測定値の履歴または
平均に基づくことが可能である。ビーム品質インジケータ１０２，１０４により生成され
た測定値は、セル・セレクタ１０６に供給される。
【００８１】
逆拡散器８８，９０の出力は、各基地局からブロードキャスト・チャネルを生成し、これ
は更なる処理に使用される。逆拡散器８８，９０の出力は、混雑レベル・インジケータ９
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８，１００にも供給される。混雑度インジケータ９８，１００は、アクティブな基地局の
各々により提供されたセルにおける混雑度の測定値を作成する。本実施例では、混雑度イ
ンジケータ９８，１００は、アクティブな基地局から受信されるブロードキャスト・チャ
ネルから、混雑度の測定値を抽出する。混雑度の測定値はセル・セレクタ１０６に供給さ
れる。
【００８２】
混雑度インジケータ９８，１００およびビーム品質インジケータ１０２，１０４から受信
した信号に基づいて、セル・セレクタ１０６は、アクティブな基地局のうち１つを選択し
、それはデータ通信を行う基地局となる。この選択は、次のようにして行われる：
・　　２つの基地局間の信号品質の相違が所定の閾値（例えば、０．５または１ｄＢ）よ
り大きいならば、最良の信号品質を有する基地局が選択される。閾値は事前に定めること
が可能であり、またはネットワークから移動装置へ周期的に伝送する制御信号を利用して
ネットワークにより制御されることも可能である。閾値は、送信されるデータの優先度に
依存して変更することも可能である。
・　　２つの基地局間の信号品質の相違が所定の閾値より小さいならば、最小の混雑度の
セルの基地局が選択される。
・　　両基地局が同一の又は類似する信号品質および混雑度を有するならば、代替的な基
準を利用して基地局を選択する。例えば、最後に行われた通信に関する基地局が選択され
ることが可能であり、これはデータ通信用の新たな転送チャネルを設定する必要性を回避
し得る。あるいは、例えば両基地局からの信号品質が低い場合は、アクティブな基地局の
両者（または総て）を選択することも可能である。
【００８３】
他の実施例では、各基地局からの混雑度に、ある重みが与えられ、対応する信号品質には
他の重みが与えられ、最良の全測定値を有する基地局がデータ通信用に選択される。
【００８４】
選択の結果はフィードバック信号生成器１０８に供給される。フィードバック信号生成器
１０８は、移動装置から基地局への送信用のフィードバック信号を生成し、フィードバッ
ク信号は選択された基地局の識別番号を包含する。フィードバック信号はマルチプレクサ
１１０に供給され、移動装置から基地局への送信信号に挿入される。フィードバック信号
は信号チャネルで伝送され、これは充分な送信電力および順方向誤り訂正符号化を利用し
て、多くの場合に、総てのアクティブな基地局により信号が適切に受信されることを保証
する。信号チャネルは拡散器１１２によって拡散され、送信機１１４，デュプレクサ８４
およびアンテナ７０を通じてアクティブな基地局に送信される。選択された基地局は、移
動装置にデータ・パケットを送信するが、選択されなかった基地局は送信しない。
【００８５】
上記の選択手順は周期的に実行され、例えば、わずかなタイム・スロット毎に１度、無線
フレーム（ＵＭＴＳ規格では１０ｍｓ）毎に１度、またはわずかな無線フレーム毎に１度
実行され得る。このように、システムは、セルにおける混雑度の変化および送信条件の変
化に迅速に応答することが可能である。基地局からの信号が高速のフェージングに委ねら
れるならば、データ送信に関するその基地局の適切さは、数個の無線フレームの間に変化
し得る。さらに、パケット・データは一般にバースト状の性質を有し、そのようなデータ
が送信されるならば、セル内の混雑度も速やかに変化し得る。信号品質および混雑度の両
者を継続的に測定することによって、任意のある時点における送信に最良のセルを判定し
得る。
【００８６】
認証装置９７は、選択された基地局から受信される認証メッセージを監視する。所定の期
間経過後（例えば、複数のタイム・スロット、又は１つ若しくはそれ以上の無線フレーム
）、選択された基地局から何らの認証メッセージも受信されないならば、認証装置９７は
セル・セレクタ１０６に対して、混雑度および信号品質によらず他の基地局を選択するよ
う命令する。
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【００８７】
第１実施例の変形では、測定された混雑度が、ブロードキャスト・チャネルではなく、専
用の又は共用の転送チャネルで送信される。例えば、測定された混雑度は、図３のマルチ
プレクサ５８でデータ・パケットとマルチプレクスされる制御チャネルの一部であり得る
。この場合、図４の混雑度インジケータ９８，１００は、逆拡散器９２，９４の出力から
混雑度の測定値を抽出する。
【００８８】
データ伝送用の基地局の選択は、信号品質および混雑度に加えて、データの性質に依存す
ることが可能である。送信されるデータが高い優先度を有するならば、たとえばセルが混
雑していたとしても、最良の信号品質を有するセルが選択され得る。データが低い優先度
を有するならば、品質は高くないが負荷の軽いセルが使用され得る。後者の場合は、デー
タ・レートを減少させ、選択されたセル内で、許容され得るデータ送信が行われるように
し得る。これは、例えば、適応変調および符号化（ＡＭＣ）を利用して行うことが可能で
ある。データ形式は、選択判定における他の重み付けされる要素であり得る。
【００８９】
本実施例では、セルが選択されるが、そのセルの利用が混雑度に起因して除外されるとこ
ろの事態は、低い混雑度を有するセルを使用することによって回避され得る。これは、無
線ネットワーク・コントローラがそのセルに高い負荷閾値を設定することを許容し、これ
はシステム容量の改善となる。
【００９０】
場合によっては、移動局は、無線リンクにおける混雑度以外の理由で特定の基地局を利用
することから除外され得る。例えば、無線ネットワーク・コントローラおよび基地局間の
リンクが混雑しており、移動装置がその基地局を利用することを排除したり、または基地
局が資源不足であったりする場合である。そのような状況では、基地局は、その基地局を
選択しないよう通知する排除命令(barring command)を移動装置に送信する。そのような
排除命令は、個々の移動装置に送信され、移動装置のグループ（例えば、低いサービス優
先度を有する移動装置）に送信され、または特定のサービス・クラス（例えば、低い優先
度トラフィック、高データ・レート・サービス又は時間が重要でないサービス）の移動装
置に送信され得る。
【００９１】
基地局から移動装置へのデータ送信が例として上述されたが、代替的に又は付加的に、移
動装置から基地局へデータが送信され得る。
【００９２】
［第２実施例］
本発明の第２実施例では、上述したＦＣＳＳ手法が再び修正され、データ送信用のセルの
選択が、アクティブなセルにおける混雑度の量に少なくとも部分的に基づくようにする。
しかしながら、第２実施例では、移動装置自身がセルの混雑度を測定する。
【００９３】
第２実施例では、共用送信チャネルを利用して、基地局から複数の移動装置へデータを送
信する。ソフト・ハンドオーバ領域に位置する移動装置は、アクティブな基地局からの共
用送信チャネルを監視し、セル混雑度の測定値を取得する。２つのセルの間の信号品質の
相違が所定の閾値以下であるときはいつでも、移動装置は最低の混雑度を有するセルを選
択する。
【００９４】
移動装置へ信号を送信する第２実施例における基地局の部分は、図５に示される。基地局
１２０は、バッファ１２２，１２２’，１２２"，マルチプレクサ１２８，拡散器１３０
，送信機１３２，デュプレクサ１３４，アンテナ１３６，受信機１３８，逆拡散器１４０
，デマルチプレクサ１４２およびコントローラ１４４より成る。
【００９５】
動作時にあっては、３つの異なる移動装置への送信用のデータ・パケットは、無線ネット
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ワーク・コントローラから受信され、バッファ１２２，１２２’，１２２"にバッファさ
れる。データ・パケットは、コントローラ１４４にあるスケジュール化アルゴリズムおよ
び手段に従って、バッファ１２２，１２２’，１２２"から供給される。様々な出力デー
タ・パケットは、各マルチプレクサ（図示せず）において制御情報とマルチプレクスされ
、マルチプレクサ１２８に供給される。マルチプレクサ１２８は、時分割マルチプレクス
を利用する様々な移動装置に送信される信号をマルチプレクスし、共用チャネルを生成す
る。共用チャネルは、例えば、ＵＭＴＳ規格で規定されるようなダウンリンク共用チャネ
ル(DSCH: Downlink Shared Channel)または強化(enhanced)ダウンリンク共用チャネル（
Ｅ－ＤＳＣＨ）であり得る。共用チャネルは拡散器１３０に供給され、そのチャネルで使
用される拡散コードに従って、信号を拡散する。拡散器１３０の出力は送信機１３２およ
びデュプレクサ１３４を介してアンテナ１３６に供給され、様々な移動装置に送信される
。
【００９６】
移動装置からの信号は、受信機１３８により受信され、逆拡散器１４０に供給される。逆
拡散器１４０の出力はデマルチプレクサ１４２に供給され、移動装置により送信されたフ
ィードバック信号を抽出する。第１実施例のように、フィードバック信号は、データ通信
用に移動装置により選択されたその基地局又は各基地局の識別番号を包含する。フィード
バック信号はコントローラ１４４に供給され、フィードバック信号に依存して、バッファ
１２２，１２２’，１２２"およびマルチプレクサ１２８を制御する。フィードバック信
号が基地局１２０の識別番号を包含するならば、データ・パケットがバッファ１２２から
供給され、マルチプレクサ１２８により他のデータ・パケットとマルチプレクスされる。
フィードバック信号が他の基地局の識別番号（および基地局１２０のものではない）を包
含するならば、データ・パケットはバッファ１２２から供給されない。一実施例では、バ
ッファ１２２から別の方法でデータ・パケットに割り当てられたタイム・スロットが、空
にされる。あるいは、スケジュール化アルゴリズムがフィードバック信号に基づいて適用
され、例えば、他の方法で空であるタイム・スロットのいくつかが、バッファ１２２’，
１２２"からのパケットにより充填されるようにする。
【００９７】
設けられるバッファ１２２，１２２’，１２２"の数は、共用チャネルを利用してデータ
・パケットが送信されるところの移動装置数に依存する。データ・パケットが数個の移動
装置に送信されるにすぎないならば、マルチプレクサ１２８の出力は、空のタイム・スロ
ットを有する傾向にある。後述するように、これは、セル内の混雑度のインジケータとし
て、移動装置により使用され得る。
【００９８】
第２実施例による移動装置の部分は、図６に示される。移動装置１５０は、アンテナ１５
２，デュプレクサ１５４，受信機１５６，逆拡散器１５８，１６０，デマルチプレクサ１
６２，１６４，セレクタ／結合器１６６，混雑度測定装置１６８，１７０，ビーム品質イ
ンジケータ１７２，１７４，セル・セレクタ１７６，フィードバック信号生成器１７８，
マルチプレクサ１８０，拡散器１８２および送信機１８４より成る。第１実施例における
ものに対応する認証装置（図示せず）も用意される。
【００９９】
逆拡散器１５８，１６０の各々は、アクティブな基地局の共用送信チャネルが割り当てら
れ、そのチャネルで使用されていた拡散コードの複製を利用して受信信号を逆拡散する。
逆拡散器１５８，１６０の出力は、デマルチプレクサ１６２，１６４にそれぞれ供給され
、共用チャネルをデマルチプレクスして、移動装置１５０に対するデータ信号を取得する
。これらの信号はセレクタ／結合器１６６で選択され又は結合され、更なる処理のための
出力信号を生成する。
【０１００】
逆拡散器１５８，１６０の出力は、混雑度測定装置１６８，１７０に供給される。混雑度
測定装置は、共用送信チャネルを監視することによって、各自のセルにおける混雑度を測
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定する。共用チャネルが空きのタイム・スロットを有するならば、これは、そのセルの負
荷が軽いことを示すものとして取り扱われる。何らの空きタイム・スロットがない、又は
ほとんどないならば、そのセルの負荷が重いことを示すものとして取り扱われる。測定さ
れた混雑度はセル・セレクタ１７６に供給される。
【０１０１】
上述したものに関する他の手法は、混雑度の測定に使用され得る。例えば、移動装置は、
特定の基地局から受信され得る送信チャネル数を判定し、それをセル内の混雑度の指標と
して使用し、または、受信データ・パケットにおける遅延の測定値を、混雑度の指標とし
て使用することが可能である。移動装置は、共用ダウンリンク・チャネルの全電力を、混
雑度の測定値として利用し、又は、フェージングの影響を補償するために、パイロット・
チャネルに対する共用チャネルの電力比を利用することが可能である。混雑度を判定する
のに使用され得る他の手法は、特定の無線パケットに必要とされる再送信数の測定、およ
び誤って受信された無線フレームの比率の測定を包含する。任意の手法の組み合わせを利
用して、混雑度の測定値を取得することが可能である。
【０１０２】
逆拡散器１５８，１６０の出力は、ビーム品質インジケータ１７２，１７４にも供給され
、これは、様々な基地局から受信した信号品質の測定値を生成する。第１実施例のように
、適切な品質測定値が作成される。ビーム品質インジケータ１７２，１７４により作成さ
れる測定値は、セル・セレクタ１７６に供給される。
【０１０３】
混雑度測定装置１６８，１７０およびビーム品質インジケータ１７２，１７４から受信し
た信号に基づいて、セル・セレクタ１７６は、アクティブな基地局の１つを選択し、これ
はデータ通信が行われる基地局となる。選択は、第１実施例に関して説明された手法で実
行され得る。選択の結果は、フィードバック信号生成器１７８に供給され、選択された基
地局の識別番号を包含するフィードバック信号を生成する。フィードバック信号は、マル
チプレクサ１８０により送信信号とマルチプレクスされ、拡散器１８２，送信機１８４，
デュプレクサ１５４およびアンテナ１５２を通じてアクティブな基地局に送信される。選
択された基地局は、データ・パケットを移動装置に送信し、選択されなかった基地局は送
信しない。
【０１０４】
第１実施例と比較した場合の第２実施例の利点は、混雑度が基地局によってブロードキャ
ストされる必要がないことである。しかしながら、第１実施例の有する利点は、混雑度が
、移動装置におけるよりも基地局で正確に判定され得ることであり、移動装置がさほど複
雑でないことである。
【０１０５】
［第３実施例］
本発明の第３実施例では、上述したＦＣＳＳ手法を利用して、データ送信用のセルを選択
し、それに加えて、セルにおける混雑度が基地局により測定される。選択されたセルが過
剰に混雑するならば、その基地局は、移動装置がデータ伝送用にその基地局を選択したと
しても、特定の移動装置にデータを伝送しない。データ・パケットを送信するためのセル
の混雑度が少なくなり、またはデータ・パケットが他の基地局により送信されるまで、基
地局は待機する。
【０１０６】
移動装置へ信号を送信する第３実施例の基地局の部分が、図７に示される。基地局２００
は、データ・バッファ２０２，混雑度測定装置（ＣＬＭＵ）２０４，マルチプレクサ２０
５，２０５’，２０５"，拡散器２０６，結合器２０８，送信機２１０，デュプレクサ２
１２，アンテナ２１４，受信機２１６，逆拡散器２１８，デマルチプレクサ２２０および
コントローラ２２２より成る。
【０１０７】
動作時にあっては、移動装置への送信用のデータ・パケットは、無線ネットワーク・コン
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トローラから受信され、バッファ２０２にバッファされる。他のバッファ２０２’，２０
２"も設けられ、他の移動装置への送信用のデータをバッファする。バッファ２０２，２
０２’，２０２"の各々は、パケットの番号を示す信号を出力し、それは、混雑度測定装
置２０４に対するバッファに現在格納されているものである。混雑度測定装置２０４は、
格納されたパケット数を示す信号を利用して、その基地局により提供されるセルの混雑度
を推定する。あるいは、基地局の全送信電力が、セルの混雑度の測定値として使用され、
又は第１および第２実施例に関連して説明された手法を利用して、混雑度を推定し得る。
混雑度測定装置２０４の出力は、コントローラ２２２に供給される。
【０１０８】
データ・パケットは、コントローラ２２２からの信号に依存して、バッファ２０２から供
給される。出力データ・パケットは、マルチプレクサ２０５により制御情報とマルチプレ
クスされ、送信チャネルを生成する。送信チャネルは拡散器２０６に供給され、特定のチ
ャネルに使用される拡散コードに従って、信号を拡散する。同様に、バッファ２０２’，
２０２"の出力は、制御信号とマルチプレクスされ、各自の拡散コードと共にその信号を
拡散する拡散器２０６’，２０６"に供給される。拡散器２０６，２０６’，２０６"の出
力は、結合器２０８で結合され、送信機２１０およびデュプレクサ２１２を通じてアンテ
ナ２１４に挙湯窮され、移動装置へ送信される。
【０１０９】
移動装置からの信号は、受信機２１６により受信され、逆拡散器２１８に供給される。逆
拡散器２１８の出力はデマルチプレクサ２２０に供給され、移動装置から送信されたフィ
ードバック信号を抽出する。第１および第２実施例のように、フィードバック信号は、デ
ータ通信用に移動装置により選択されたその基地局又は各基地局の識別番号を包含する。
しかしながら、本実施例では、フィードバック信号は、セル内の混雑度を考慮しないで信
号品質に基づいて選択された基地局の識別番号を包含する。
【０１１０】
フィードバック信号は、混雑度測定装置２０４からの出力に沿って、コントローラ２２２
に供給される。コントローラ２２２は、フィードバック信号および混雑度測定値に依存し
て、バッファ２０２を制御する。その制御は次のとおりである：
・　　フィードバック信号が基地局２００の識別番号を包含し、セル内の混雑度が所定の
閾値以下であるならば、データ・パケットはバッファ２０２から供給される。閾値は、事
前に定めることが可能であり、又は例えば無線資源管理アルゴリズムにより制御されるこ
とも可能である。
・　　フィードバック信号が基地局２００の識別番号を包含するが、セル内の混雑度が所
定の閾値以上であるならば、データ・パケットはバッファ２０２から供給されない。
・　　フィードバック信号が他の基地局の識別番号（および基地局２０２のものではない
）を包含するならば、データ・パケットはバッファ２０２から供給されない。
【０１１１】
基地局２００が選択された基地局であるがデータを送信しないところの第２の場合は、移
動装置に何らのデータ・パケットも送信されないことになる。この状況は、１つ又はそれ
以上の以下の方式を利用して取り扱われる。（タイム・スロットまたは無線フレームの間
に）混雑度が一時的に高いならば、混雑度が下降するときに、混雑度測定装置２０４の出
力は閾値以下に下降し、コントローラ２２２はバッファ２０２からデータ・パケットを供
給し始める。混雑度が長い間高くあり続けるならば、データ・パケットは結果的にバッフ
ァ２０２から脱落し、それが生じたことを示す信号が無線ネットワーク・コントローラ（
図２のブロック２４）に送信される。無線ネットワーク・コントローラは、他の基地局を
通じてデータ・パケットを配信しようとする。
【０１１２】
あるいは、基地局は信号を移動装置に送信し、セルが過剰に混雑していることを示し得る
。この信号は、例えば、マルチプレクサ２０５によってデータとマルチプレクスされた制
御情報の部分として送信され得る。この信号を受信すると、移動装置はデータ送信用に他
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の基地局を選択する。
【０１１３】
あるいは、基地局は認証メッセージを移動装置に送信し、データが送信される場合には選
択された基地局であることを認証するが、データが送信されるべきでない場合はこの認証
メッセージを送信しないようにすることが可能である。移動装置は認証メッセージの受領
を監視し、所定の期間内にそれが受信されないならば、他の基地局を選択する。あるいは
、移動局は、選択された基地局からデータ・パケットを受信する場合の遅延を監視し、そ
の遅延が所定の期間以上であるならば、他の基地局が信号品質の観点から２番目に良好で
あったとしても、他の基地局を選択し得る。
【０１１４】
上記いずれの場合も、期間は事前に設定されることが可能であり、または各自の基地局か
ら受信した信号品質の相違に依存して変化させることも可能である。そして、信号品質の
相違が小さければ短い期間が設定され、信号品質の大きな相違が存在すれば長い期間が設
定される。
【０１１５】
上述した制御機構はデータの優先度をも考慮し得る。データが高い優先度であるならば、
基地局は混雑度によらずデータを送信することが可能であり、データが低い優先度である
ならば、基地局は、混雑度が低い場合にのみデータを送信し得るにすぎない。
【０１１６】
第３実施例で使用する移動装置は、図８に示される。移動装置２３０は、アンテナ２３２
，デュプレクサ２３４，受信機２３６，逆拡散器２３８，２４０，セレクタ／結合器２４
２，認証装置２４３，ビーム品質インジケータ２４４，２４６，セル・セレクタ２４８，
フィードバック信号生成器２５０，マルチプレクサ２５２，拡散器２５４および送信機２
５６より成る。移動装置の動作は、図４，６に関連して説明した移動装置のものと同様で
あり、詳細な説明を省略する。しかしながら、セル・セレクタ２４８は、混雑度を考慮す
ることなしに、最良の信号品質を有する基地局を選択する。
【０１１７】
第３実施例が提供する利点は、混雑度が基地局で測定され、より正確に判定されることが
可能であり、混雑度をブロードキャストする必要がないことである。しかしながら、場合
によっては、データ・パケットが移動装置に送信される前に、時間遅延が生じ得る。
【０１１８】
［第４実施例］
セル選択手法の第４実施例において、セルにおける混雑度は、第３実施例のように基地局
により測定される。しかしながら、選択された基地局の識別番号を送信することに加えて
、移動装置は、判定のマージン度(degree of marginality)の指標をも送信し、これは、
移動装置にデータを送信するか否かを判定する際に、基地局で考慮される。
【０１１９】
第４実施例で使用する移動装置は、図９に示される。移動装置２６０は、アンテナ２６２
，デュプレクサ２６４，受信機２６６，逆拡散器２６８，２７０，セレクタ／結合器２７
２，ビーム品質インジケータ２７４，２７６，セル・セレクタ２７８，マージン度インジ
ケータ２８０，フィードバック信号生成器２８２，マルチプレクサ２８４，拡散器２８６
および送信機２８８より成る。
【０１２０】
アンテナ２６２，デュプレクサ２６４，受信機２６６，逆拡散器２６８，２７０，セレク
タ／結合器２７２，およびビーム品質インジケータ２７４，２７６は、図４，６に関連し
て説明した対応する部分と同様の機能を有し、ここで再び説明しない。しかしながら、本
実施例では、ビーム品質インジケータ２７４，２７６の出力は、セル・セレクタ２７８お
よびマージン度インジケータ２８０の両者に供給される。セル・セレクタ２７８は、（ビ
ーム品質インジケータ２７４，２７６により決定されるような）最良の信号品質を有する
基地局を選択し、フィードバック信号生成器２８２に選択の結果を出力する。マージン度
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インジケータは、測定されたビーム品質が異なる程度を示す信号を出力する。例えば、マ
ージン度インジケータは、測定されたビーム品質間の実際の相違を出力し、または相違量
を示す他の値を出力する。この値は、フィードバック信号生成器２８２にも供給される。
【０１２１】
フィードバック信号生成器２８２は、判定に関するマージン度の指標と共に、選択された
基地局の識別番号より成るフィードバック信号を生成する。フィードバック信号は、マル
チプレクサ２８４により送信信号にマルチプレクスされ、拡散器２８６，送信機２８８，
デュプレクサ２６４およびアンテナ２６２を通じて、アクティブな基地局に送信される。
【０１２２】
第４実施例で使用する基地局は、図７に示されるものに基づく。しかしながら、第４実施
例では、図７のコントローラ２２２は、バッファ２０２からデータ・パケットを供給する
か否かを判定する際の選択判定に関するマージン度を考慮する。本実施例では、その制御
は次のように行われる。
・　　フィードバック信号が基地局２００の識別番号を包含し、マージン度が所定のマー
ジン閾値（例えば、０．５または１ｄＢ）以上ならば、データ・パケットは、セルの混雑
度によらず、バッファ２０２から供給される。
・　　フィードバック信号が基地局２００の識別番号を包含し、セル内の混雑度が所定の
混雑度以下ならば、データ・パケットは、マージン度によらず、バッファ２０２から供給
される。
・　　フィードバック信号が基地局２００の識別番号を包含し、マージン度が所定のマー
ジン閾値以下であり、セル内の混雑度が混雑度の閾値以上であるならば、データ・パケッ
トは、バッファ２０２から供給されない。
・　　フィードバック信号が基地局２００の識別番号を包含するが、マージン度が所定の
マージン閾値（または何らかの他の閾値）以下であり、セル内の混雑度が混雑度の閾値（
または何らかの他の閾値）以下であるならば、選択的に、データ・パケットはバッファ２
０２から供給される。
・　　フィードバック信号が他の基地局の識別番号（および基地局２００のものでない）
を包含するところの他の総ての場合は、データ・パケットはバッファ２０２から供給され
ない。
【０１２３】
上述した実施例のように、選択機構はデータの優先度をも考慮し得る。
【０１２４】
第４実施例において、選択された基地局は、データ送信が可能な唯一の基地局である場合
に（なぜなら、選択された基地局は顕著に良好な信号品質を有するからである。）、選択
された基地局は、混雑度によらず、データ送信に使用される。他の基地局とのデータ送信
が可能であるならば、選択された基地局は、セルが混雑していない場合に、データ送信に
使用されるにすぎない。基地局が選択された基地局でないが、基地局間の信号品質の相違
が大きくないならば、基地局は、セルが混雑していない場合に、データ送信に使用される
。これは、セルが混雑している場合に、データ伝送を行うことを可能にする。
【０１２５】
第４実施例では、データ・パケットは２つの基地局で送信され（両セルは同様な信号品質
および低混雑度を有する。）、または何らのデータ・パケットも送信されない（両セルは
同様な信号品質および高混雑度を有する。）。後者の場合は、第３実施例で説明したのと
同様に取り扱われる。
【０１２６】
上述した様々な実施例は、例えばディジタル信号プロセッサその他任意の形式のプロセッ
サのようなプロセッサ上で走るソフトウエア・モジュールを利用して、実現され得る。そ
のようなモジュールのプログラミングは、様々な機能の説明により当業者には明白であろ
う。当業者が認識するであろうことは、そのようなモジュールは、適切なプログラミング
言語を利用して、任意の適切なプロセッサでプログラムされ得ることである。あるいは、
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上述した機能の全部又は一部が、専用のハードウエアを利用して実現され得る。
【０１２７】
場合によっては、基地局は、それが提供する領域を複数のセクタに分割する。個々に使用
される「セル(cell)」なる用語は、基地局の任意のカバレッジの領域を意味し、領域は、
基地局のカバレッジの領域のみであり得るし、又はいくつかのセクタのような複数の領域
の１つでもあり得る。基地局が２つ又はそれ以上のセクタから選択命令を受信するならば
、選択命令は、例えば最大比率結合(maximum ratio combining)を利用して結合され、選
択命令の検出を改善する。
【０１２８】
以上理解されるであろうことは、本発明は例示をもって説明され、詳細の変形は本発明の
範疇で行い得ることである。例えば、本発明は、時分割多重接続（ＴＤＭＡ）、周波数分
割多重化（ＦＤＭ）、ハイブリッドＴＤＭＡ／ＣＤＭＡその他の適切な多重化技術のよう
なＣＤＭＡ以外の多重化技術を利用し得る。
【０１２９】
詳細な説明並びに（適切に）請求の範囲および図面に開示された特徴の各々は、独立して
又は任意の組み合わせで提供され得る。
【０１３０】
以下、本発明により教示される解決手段を列挙する。
【０１３１】
（付記１）　セル選択ダイバーシチ方法を実行するセルラ通信システムであって：
複数のセルからのデータ送信用にセルを周期的に選択する手段と、基地局に対する選択結
果を送信する手段とを有するユーザ装置；および
複数の基地局であって、その各々が、選択結果を受信する手段と、前記基地局が選択され
た基地局であるか否かを判定する手段と、前記基地局が選択された基地局であると判定さ
れたか否かに依存して、移動装置へのデータ送信を制御する手段とを有するところの複数
の基地局；
より成り、ユーザ装置における前記選択する手段が、前記セルにおける混雑度の測定値に
基づいて、データ送信用のセルを選択するよう形成されることを特徴とするセルラ通信シ
ステム。
【０１３２】
（付記２）　付記１記載のセルラ通信システムにおいて、前記選択する手段が、追加的に
前記セルにおける信号品質の測定値に基づいて、データ送信用のセルを選択するよう形成
されることを特徴とするセルラ通信システム。
【０１３３】
（付記３）　付記２記載のセルラ通信システムにおいて、前記選択する手段が、２つのセ
ル間の信号品質の測定値における差が所定の閾値以下である場合に、最小の混雑度を有す
るセルを選択するよう形成されることを特徴とするセルラ通信システム。
【０１３４】
（付記４）　付記１ないし３の何れか１項に記載のセルラ通信システムにおいて、各基地
局が、混雑度を測定する手段と、混雑度の測定値を前記ユーザ装置に送信する手段とを有
することを特徴とするセルラ通信システム。
【０１３５】
（付記５）　付記４記載のセルラ通信システムにおいて、前記混雑度を測定する手段が、
所定の期間にわたって前記基地局により送信されるデータ量を判定するよう形成されるこ
とを特徴とするセルラ通信システム。
【０１３６】
（付記６）　付記４または５に記載のセルラ通信システムにおいて、混雑度を測定する手
段が、送信されるべきデータを包含するバッファの占有率に基づいて、混雑度を測定する
よう形成されることを特徴とするセルラ通信システム。
【０１３７】
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（付記７）　付記４ないし６の何れか１項に記載のセルラ通信システムにおいて、前記送
信する手段が、ブロードキャスト・チャネルにおける混雑度の測定値を送信するよう形成
されることを特徴とするセルラ通信システム。
【０１３８】
（付記８）　付記１ないし３の何れか１項に記載のセルラ通信システムにおいて、前記ユ
ーザ装置が、混雑度を測定する手段を有することを特徴とするセルラ通信システム。
【０１３９】
（付記９）　付記８記載のセルラ通信システムにおいて、前記混雑度を測定する手段が、
共通送信チャネルの利用度に基づいて混雑度を測定するよう形成されることを特徴とする
セルラ通信システム。
【０１４０】
（付記１０）　付記１ないし９の何れか１項に記載のセルラ通信システムにおいて、基地
局における制御手段が、前記基地局により受信された前記ユーザ装置からの選択結果を包
含する信号の品質に付加的に依存して、前記ユーザ装置へのデータ送信を制御するよう形
成されることを特徴とするセルラ通信システム。
【０１４１】
（付記１１）　付記１ないし１０の何れか１項に記載のセルラ通信システムにおいて、前
記選択する手段が、前記基地局により送信される、前記ユーザ装置がその基地局を選択し
ないように指示する前記ユーザ装置への命令に付加的に基づいて、基地局を選択するよう
形成されることを特徴とするセルラ通信システム。
【０１４２】
（付記１２）　付記１ないし１１の何れか１項に記載のセルラ通信システムにおいて、前
記選択する手段が、選択結果の送信により、所定の時間内に前記ユーザ装置により前記選
択された基地局から信号が受信されたか否かに付加的に基づいて、基地局を選択するよう
形成されることを特徴とするセルラ通信システム。
【０１４３】
（付記１３）　付記１ないし１２の何れか１項に記載のセルラ通信システムにおいて、前
記選択する手段が、送信されるデータの優先度に付加的に依存して、基地局を選択するよ
う形成されることを特徴とするセルラ通信システム。
【０１４４】
（付記１４）　付記１ないし１３の何れか１項に記載のセルラ通信システムにおいて、基
地局における前記制御手段が、送信されるデータの優先度に付加的に依存して、前記ユー
ザ装置へのデータ送信を制御するよう形成されることを特徴とするセルラ通信システム。
【０１４５】
（付記１５）　付記１ないし１４の何れか１項に記載のセルラ通信システムにおいて、前
記選択結果が、選択された基地局の識別番号より成ることを特徴とするセルラ通信システ
ム。
【０１４６】
（付記１６）　付記１ないし１５の何れか１項に記載のセルラ通信システムにおいて、前
記ユーザ装置が、データ送信用のセルを選択するよう形成され、スーパー・フレーム当た
り１回以上の割合で選択結果を送信するよう形成され、基地局における判定する手段が、
前記基地局が選択された基地局であるか否かをスーパー・フレーム当たり１回以上の割合
で判定するよう形成されることを特徴とするセルラ通信システム。
【０１４７】
（付記１７）　付記１ないし１６の何れか１項に記載のセルラ通信システムにおいて、当
該システムが高速セル・サイト選択を実行するよう形成されることを特徴とするセルラ通
信システム。
【０１４８】
（付記１８）　セルラ通信システムにおけるサイト選択ダイバーシチ方法を実行する基地
局であって：
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前記基地局の担当するセル内で混雑度を測定する手段；
混雑度の測定値をユーザ装置に送信する手段；
前記ユーザ装置からの選択結果を受信する手段であって、前記選択結果は、データ送信に
使用されるべき基地局を示すところの手段；
前記基地局が選択された基地局であるか否かを判定する手段；および
前記基地局が選択された基地局であることが判定されたか否かに基づいて、前記移動装置
に対するデータ送信を制御する手段；
より成ることを特徴とする基地局。
【０１４９】
（付記１９）　セルラ通信システムにおけるサイト選択ダイバーシチ方法を実行するユー
ザ装置であって：
複数のセルにおける混雑度を測定する手段；
前記セル内の混雑度の測定値に基づいて、複数のセルから１つのセルを選択する手段；お
よび
選択結果を基地局に送信する手段；
より成ることを特徴とするユーザ装置。
【０１５０】
（付記２０）　セルラ通信システムにおけるサイト選択ダイバーシチ方法を実行する基地
局であって：
前記基地局により与えられるセルにおける混雑度の測定値を生成する手段；
ユーザ装置からの選択結果を受信する手段であって、前記選択結果は、データ送信用に使
用されるべき基地局を示すところの手段；
前記基地局が選択された基地局であるか否かを判定する手段；および
前記基地局が選択された基地局であることが判定されたか否かに基づいて、および前記セ
ル内の混雑度の測定値に基づいて、ユーザ装置へのデータ送信を制御する手段；
より成ることを特徴とする基地局。
【０１５１】
（付記２１）　付記２０記載の基地局において、混雑度の測定値が所定の閾値以上である
ならば、前記制御手段が、前記ユーザ装置へのデータ送信を抑制するよう形成されること
を特徴とする基地局。
【０１５２】
（付記２２）　付記２０又は２１記載の基地局において、更に、選択結果のマージン度の
指標を受信する手段より成り、前記制御手段が、前記マージン度の指標に付加的に依存し
て、ユーザ装置へのデータ送信を制御するよう形成されることを特徴とする基地局。
【０１５３】
（付記２３）　付記２０ないし２２の何れか１項に記載の基地局において、前記制御手段
が、基地局により受信された前記ユーザ装置からの選択結果を包含する信号品質に付加的
に依存して、ユーザ装置へのデータ送信を制御するよう形成されることを特徴とする基地
局。
【０１５４】
（付記２４）　付記２０ないし２３の何れか１項に記載の基地局において、前記制御手段
が、送信されるデータの優先度に付加的に依存して、前記ユーザ装置へのデータ送信を制
御するよう形成されることを特徴とする基地局。
【０１５５】
（付記２５）　付記２０ないし２４の何れか１項に記載の基地局において、更に、ユーザ
装置が前記基地局を選択しないよう指示する命令を送信する手段より成ることを特徴とす
る基地局。
【０１５６】
（付記２６）　付記２０ないし２５の何れか１項に記載の基地局およびユーザ装置より成
るセルラ通信システムであって、前記ユーザ装置が：
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複数の基地局から送信信号を受信する手段；
前記基地局から受信した信号品質の測定値を生成する手段；
信号品質の測定値に基づいてセルを選択する手段；および
基地局のセル選択判定の結果を送信する手段；
より成ることを特徴とするセルラ通信システム。
【０１５７】
（付記２７）　付記２６記載のセルラ通信システムにおいて、前記ユーザ装置における選
択手段が、選択結果の送信により、所定の期間内に前記選択された基地局から信号がユー
ザ装置によって受信されたか否かに付加的に基づいて、基地局を選択するよう形成される
ことを特徴とするセルラ通信システム。
【０１５８】
（付記２８）　付記２６または２７記載のセルラ通信システムにおいて、前記ユーザ装置
が、更に、セル選択判定のマージン度を判定する手段と、前記マージン度の指標を前記基
地局に送信する手段とを有することを特徴とするセルラ通信システム。
【０１５９】
（付記２９）　セルラ通信ネットワークにおいて使用するためのサイト選択ダイバーシチ
方法であって：
ユーザ装置において、複数のセルからデータ送信用のセルを周期的に選択し、選択結果を
基地局に送信するステップ；および
基地局において、選択結果を受信し、前記基地局が選択された基地局であるか否かを判定
し、および前記基地局が選択された基地局であることが判定されたか否かに依存して、移
動装置へのデータの送信を制御するところのステップ；
より成り、データ送信用のセルが、前記セルの混雑度の測定値に基づいて選択されること
を特徴とするサイト選択ダイバーシチ方法。
【０１６０】
（付記３０）　セルラ通信ネットワークの基地局において使用するサイト選択ダイバーシ
チ方法であって、当該方法は、前記基地局において：
前記基地局により提供されるセル内の混雑度の測定値を生成するステップ；
ユーザ装置から選択結果を受信するステップであって、前記選択結果は、データ送信用に
使用されるべき基地局を示すところのステップ；
前記基地局が選択された基地局であるか否かを判定するステップ；および
前記基地局が選択された基地局であることが判定されたか否かに依存して、移動装置への
データ送信を制御するステップ；
より成ることを特徴とするサイト選択ダイバーシチ方法。
【０１６１】
（付記３１）　セルラ通信ネットワークのユーザ装置において使用するためのサイト選択
ダイバーシチ方法であって、当該方法は、前記ユーザ装置において：
複数のセルにおける混雑度を測定するステップ；
前記セルにおける混雑度の測定値に基づいて、複数のセルからセルを選択するステップ；
および
選択結果を基地局に送信するステップ；
より成ることを特徴とする方法。
【０１６２】
（付記３２）　セルラ通信ネットワークにおいて使用されるサイト選択ダイバーシチ方法
であって：
基地局により提供されるセル内で混雑度の測定値を生成するステップ；
ユーザ装置から選択結果を受信するステップであって、前記選択結果は、データ送信に使
用されるべき基地局を示すところのステップ；
前記基地局が選択された基地局であるか否かを判定するステップ；および
前記基地局が選択された基地局であることが判定されたか否かに依存して、およびセル内
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の混雑度の測定値に依存して、ユーザ装置へのデータ送信を制御するステップ；
より成ることを特徴とするサイト選択ダイバーシチ方法。
【０１６３】
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、移動通信システムの概要を示す。
【図２】図２は、無線ネットワーク・サブシステムの部分を示す。
【図３】図３は、本発明の第１実施例による基地局の部分を示す。
【図４】図４は、本発明の第１実施例による移動装置の部分を示す。
【図５】図５は、本発明の第２実施例による基地局の部分を示す。
【図６】図６は、本発明の第２実施例による移動装置の部分を示す。
【図７】図７は、本発明の第３実施例による基地局の部分を示す。
【図８】図８は、本発明の第３実施例による移動装置の部分を示す。
【図９】図９は、本発明の第４実施例による移動装置の部分を示す。
【符号の説明】
１０　無線ネットワーク・サブシステム
１２，１４，１６　基地局
１８，２０，２２　セル
２４　無線ネットワーク・コントローラ
３０　パケット・スケジューラ
５０　基地局
５２，５２’，５２"　データ・バッファ
５４　混雑度測定装置
５６，５８　マルチプレクサ
６０，６２　拡散器
６４　結合器
６６　送信機
６８　デュプレクサ
７０　アンテナ
７２　受信機
７４　逆拡散器
７６　デマルチプレクサ
７８　コントローラ
５０　移動装置
８２　アンテナ
８４　デュプレクサ
８６　受信機
８８，９０，９２，９４　逆拡散器
９６　セレクタ／結合器
９７　認証検出器
９８，１００　混雑レベル・インジケータ
１０２，１０４　ビーム品質インジケータ
１０６　セル・セレクタ
１０８　フィードバック信号生成器
１１０　マルチプレクサ
１１２　拡散器
１１４　送信機
１２０　基地局
１２２，１２２’，１２２"　データ・バッファ
１２８　マルチプレクサ
１３０　拡散器
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１３２　送信機
１３４　デュプレクサ
１３６　アンテナ
１３８　受信機
１４０　逆拡散器
１４２　デマルチプレクサ
１４４　コントローラ
１５０　移動装置
１５２　アンテナ
１５４　デュプレクサ
１５６　受信機
１５８，１６０　逆拡散器
１６２，１６４　デマルチプレクサ
１６６　セレクタ／結合器
１６８，１７０　混雑度測定装置
１７２，１７４　ビーム品質インジケータ
１７６　セル・セレクタ
１７８　フィードバック信号生成器
１８０　マルチプレクサ
１８２　拡散器
１８４　送信機
２００　基地局
２０２　データ・バッファ
２０４　混雑度測定装置
２０５，２０５’，２０５"　マルチプレクサ
２０６　拡散器
２０８　結合器
２１０　送信機
２１２　デュプレクサ
２１４　アンテナ
２１６　受信機
２１８　逆拡散器
２２０　デマルチプレクサ
２２２　コントローラ
２３０　移動装置
２３２　アンテナ
２３４　デュプレクサ
２３６　受信機
２３８，２４０　逆拡散器
２４２　セレクタ／結合器
２４３　認証装置
２４４，２４６　ビーム品質インジケータ
２４８　セル・セレクタ
２５０　フィードバック信号生成器
２５２　マルチプレクサ
２５４　拡散器
２５６　生成器
２６０　移動装置
２６２　アンテナ
２６４　デュプレクサ
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２６６　受信機
２６８，２７０　逆拡散器
２７２　セレクタ／結合器
２７４，２７６　ビーム品質インジケータ
２７８　セル・セレクタ
２８０　マージン度インジケータ
２８２　フィードバック信号生成器
２８４　マルチプレクサ
２８６　拡散器
２８８　送信機

【図１】

【図２】

【図３】
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